
◎　特に該当するもの

○　該当するもの

現代文明論 現代文明論Ⅰ ○ 2 ○ ○ ○

現代文明論Ⅱ ○ 2 ○ ○ ○ ○

総合教育科目 文化人類学 △ 2 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

地球環境と科学 △ 2 ◎ ○

基 芸術と表現 △ 2 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

コミュニケーションと対人関係 △ 2 ○ ◎ ◎ ○ ○

礎 発達心理学 △ 2 ○ ○ ◎ ◎

経済のしくみ △ 2 ◎ ○ ○

教 ことばと表現 △ 2 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

国際理解とデンマーク看護研修 △ 2 ○ ◎ ○ ○ ◎

育 情報科目 情報検索と活用 △ 1 ◎ ◎ ◎

情報の処理と分析 △ 1 ◎ ◎

科 外国語科目 英語：スピ-キング △ 2 ◎ ◎ ◎

英語：ライティング △ 2 ◎ ○ ○ ○

目 英語：リスニング △ 2

英語：リーディング △ 2 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

体育科目 フィットネス理論・実習 ○ 1 ○ ◎ ○

スポーツ理論・実習 ○ 1 ◎ ○ ○

自由 海外研修 ハワイ語学研修 ※ 2 ○

履修 海外研修航海 ※ 2 ○

科目 協定留学 ※ 2 ○

必選別 ○：必修科目   （必ず修得しなければならない科目）

△：選択必修科目(指定された方法で選択し､必ず修得しなければならない科目)

※：随意科目 　（卒業要件に含まれない科目）

本学のディプロマポリシー
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カリキュラムマップ

１．人間の

生命と尊厳

および権利

を尊重した

行動がとれ

る。

２．自律し

た一人の人

間として、

社会や他者

へ責任のあ

る行動がと

れる。

３．その人

らしい生活

を整える視

点を持つこ

とができ

る。

４．科学的

根拠に基づ

いた知識及

び技術を用

いて、対象

にあった看

護を計画的

に提供でき

る。

５．問題意

識を持ち、

学び続ける

ことができ

る。

６．保健医

療福祉チー

ムの一員と

して看護の

役割を自覚

し、主体的

に行動でき

る。

７．社会の

変化に伴っ

て生じる保

健医療福祉

の問題に関

心をむけ、

倫理的課題

への感受性

を高め、責

任ある行動

がとれる。

８．幅広い

視点から対

象を理解

し、経験を

統合して自

分のめざす

看護が述べ

られる。

授業科目名


